
「こだわりの宿」軒を紹介 特　集

美
人
の
湯
を
心
ゆ
く
ま
で

温
泉
・
浴
場

種
類
豊
富
な「

」の
湯

ふ
た
ば

温
泉
・
浴
場

四
季
折
々
の
富
士
を
楽
し
む

富
士
山

レ
ス
ト
ラ
ン
を
刷
新

料
理
・
食
事

安
全
、新
鮮
、美
味
を
追
求

料
理
・
食
事

温
泉
・
浴
場

乳
白
色
の
万
座
温
泉

宿
は
舞
台
、私
た
ち
は
役
者

接
客
・
サ
ー
ビ
ス

世
界
で
最
も
歴
史
あ
る
旅
館

料
理
・
温
泉

殿
の
湯
大
岩
露
天
風
呂

　
新
潟
県
月
岡
温
泉
の
「
ホ

テ
ル
清
風
苑
」（
樋
口
恵
一
社

長
）は
、「
美
人
に
な
れ
る
温

泉
」
で
知
ら
れ
る
月
岡
の
湯

を
心
ゆ
く
ま
で
堪
能
で
き
る

宿
だ
。
温
泉
は
今
年
で
開
湯

百
年
。
ホ
テ
ル
は
今
年
で
開

業

年
と
、
温
泉
地
の
歴
史

と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
。
男

女
２
カ
所
ず
つ
、
合
計
４
カ

所
の
大
浴
場
と
三
つ
の
テ
レ

ビ
付
き
貸
し
切
り
風
呂
が
あ

り
、
浴
槽
の
数
は
合
わ
せ
て


個
。
多
彩
な
六
つ
の
湯
船

が
そ
ろ
う
露
天
風
呂
は
嵯
峨

人
形
風
の
マ
ス
コ
ッ
ト
「
６

つ
子
の
お
湯
か
け
小
僧
」
が

置
か
れ
、
愛
敬
あ
る
姿
で
湯

浴
み
客
を
迎
え
て
い
る
。
ま

た
エ
ス
テ
ル
ー
ム
も
あ
り
、

女
性
に
人
気
で
心
身
と
も
に

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
。

　
人
や
環
境
へ
の
配
慮
に
も

取
り
組
む
宿
で
、
部
屋
に
は

国
産
無
垢
材
の

自
然
素
材
を
使

用
。
煙
草
が
苦

手
な
人
向
け
に

禁
煙
ル
ー
ム


室
を
備
え
て
い

る
。
若
く
元
気

な
客
室
係
が
多

く
、
夕
食
の
部

屋
出
し
な
ど
、

大
型
旅
館
で
あ

り
な
が
ら
き
め

細
や
か
な
サ
ー
ビ
ス
を
心
掛

け
て
い
る
。

　
ロ
ビ
ー
で
は
毎
晩
９
時
か

ら
、
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
踊
り

な
ど
、
夜
の
に
ぎ
わ
い
を
演

出
し
て
い
る
。

　
▽
ホ
テ
ル
清
風
苑
は
新
潟

県
新
発
田
市
月
岡
温
泉
２
７

８
の
２
。
☎
０
２
５
４
（
３

２
）２
０
０
０
。http://www

.seifuen.com/

展
望
大
浴
場

　
越
後
湯
沢
温
泉
の
中
で
も

ひ
と
き
わ
高
い
丘
の
上
に
建

つ
「
ホ
テ
ル
双
葉
」
（
小
林

庄
一
社
長
）
。
最
大
の
魅
力

は
な
ん
と
い
っ
て
も
風
呂

だ
。
温
泉
施
設
は
名
付
け
て

「
二
十
八（
ふ
た
ば
）の
湯
」。

「
ぱ
ぱ
ら
く
」「
ま
ま
ら
く
」

「
山
の
湯
」
「
里
の
湯
」
の

４
カ
所
の
大
浴
場
が
あ
り
、

そ
の
中
で

の
湯
巡
り
が
で

き
る
こ
と
か
ら
こ
の
名
が
付

い
た
。
薬
草
三
昧
の
風
呂
や

深
さ
が
１
１
０
㌢
の
「
び
っ

く
り
立
ち
湯
」
な
ど
、
個
性

豊
か
な
浴
槽
が
そ
ろ
う
。

　
客
室

室
の
う
ち

室
が

露
天
風
呂
付
き
と
い
う
ぜ
い

た
く
さ
も
魅
力
。

　
や
す
ら
ぎ
棟
「
花
水
木
」

で
は
、
花
・
水
・
木
を
テ
ー

マ
に
、
フ
ロ
ア

ご
と
に
三
つ
の

「
邸
宅
」
を
用

意
し
た
。
小
グ

ル
ー
プ
、
２
～

３
世
帯
の
フ
ァ

ミ
リ
ー
、
カ
ッ

プ
ル
の
満
足
を

満
た
す
１
５
０

平
方
㍍
の
空

間
。
食
事
処

「
万
葉
の
小

径
」
や
個
室
ダ

イ
ニ
ン
グ
「
花

暦
」
な
ど
、
新

し
い
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
空
間
も

展
開
し
、
料
理
長
こ
だ
わ
り

の
料
理
を
提
供
す
る
。

　
▽
ホ
テ
ル
双
葉
は
新
潟
県

南
魚
沼
郡
湯
沢
町
大
字
湯
沢

４
１
９
。
☎
０
２
５
（
７
８

４
）３
３
５
７
。http://www

.hotel-futaba.com/

露
天
風
呂
か
ら
眺
め
る
富
士
山

　
古
来
よ
り
山
岳
信
仰
の
対

象
と
し
て
日
本
人
の
心
の
よ

り
ど
こ
ろ
と
な
っ
て
き
た
富

士
山
。
昨
年
ユ
ネ
ス
コ
の
世

界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
、

そ
の
魅
力
は
海
外
で
も
注
目

さ
れ
て
い
る
。
山
梨
県
・
富

士
河
口
湖
温
泉
郷
の
秀
峰
閣

湖
月
（
小
佐
野
国
博
社
長
）

は
客
室
、
大
浴
場
な
ど
館
内

ど
こ
か
ら
で
も
富
士
の
姿
を

眺
め
ら
れ
る
と
評
判
の
宿
。

　
宿
か
ら
一
歩
外
に
出
れ
ば

湖
畔
の
波
打
ち
際
。
「
湖
面

越
し
に
眺
め
る
富
士
山
は
稜

線
が
は
っ
き
り
と
し
、
麓
ま

で
分
か
る
。
形
は
ほ
ぼ
左
右

対
称
。
こ
こ
ま
で
美
し
い
富

士
は
な
か
な
か
な
い
」
と
宮

下
武
常
務
。

　
夏
の
赤
富

士
、
秋
は
紅
葉

を
添
え
、
冬
の

雪
山
、
春
は
桜

と
共
に
、
と
四

季
折
々
の
趣
を

楽
し
め
る
。
天

候
に
よ
り
富
士

山
を
視
認
で
き

る
確
率
は
半

々
。
「
ご
覧
い

た
だ
け
た
お
客

さ
ま
は
そ
の
日

と
て
も
ご
機
嫌

で
す
」
と
宮
下

常
務
。
雨
天
の

と
き
は
富
士
山
の
絵
葉
書
を

渡
す
。

　
▽
秀
峰
閣
湖
月
は
山
梨
県

南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
河

口
２
３
１
２
。
☎
０
５
５
５

（
７
６
）８
８
８
８
。http:/

/www.kogetu.com/

鉄板焼レストラン「ＧＥＫＫＯ」月虹

　
全
て
の
部
屋
か
ら
富
士
山

と
河
口
湖
が
一
望
で
き
る
眺

望
絶
景
の
宿
「
風
の
テ
ラ
ス

Ｋ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｎ
Ａ
」
（
宮
下
明

壽
社
長
）
。
天
空
に
浮
か
ぶ

露
天
風
呂
が
自
慢
だ
が
、
料

理
も
ま
た
Ｋ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｎ
Ａ
の

自
慢
の
一
つ
だ
。
旬
の
素
材

と
地
元
食
材
に
こ
だ
わ
っ
た

レ
ス
ト
ラ
ン
が
今
春
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　
そ
の
一
つ
が
、
お
客
さ
ま

の
目
の
前
で
シ
ェ
フ
が
焼
き

上
げ
る
麦
芽
牛
、
新
鮮
な
魚

介
類
を
楽
し
め
る
鉄
板
焼
レ

ス
ト
ラ
ン
「
Ｇ
Ｅ
Ｋ
Ｋ
Ｏ
」

だ
。
も
う
一
つ
は
、
和
洋
食

の
コ
ラ
ボ
の
コ
ー
ス
料
理
と

サ
ラ
ダ
、
デ
ザ
ー
ト
な
ど
の

ビ
ュ
ッ
フ
ェ
の
組
み
合
わ
せ

が
楽
し
め
る
、
メ
イ
ン
ダ
イ

ニ
ン
グ
の
「
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｎ
　
Ｂ

Ｏ
Ｗ
」
。

　
進
化
す
る
Ｋ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｎ
Ａ

の
魅
力
が
一
段
と
ア
ッ
プ
し

た
。

　
▽
風
の
テ
ラ
ス
Ｋ
Ｕ
Ｋ
Ｕ

Ｎ
Ａ
は
山
梨
県
南
都
留
郡
富

士
河
口
湖
町
浅
川

。
☎
０

５
５
５（
８
３
）３
３
３
３
。

http://kukuna.jp/

獲れたての野菜を使った料理がずらり

天
煌
の
湯

　
谷
川
岳
を
望
む
群
馬
県
水

上
温
泉
。
利
根
川
沿
い
に
た

た
ず
む
「
源
泉
湯
の
宿
　
松

乃
井
」
（
戸
澤
千
秋
社
長
）

の
自
慢
は
、
４
本
の
自
家
源

泉
。
一
切
空
気
に
触
れ
さ
せ

ず
浴
槽
へ
と
注
ぐ
「
湧
湯
」

方
式
を
使
用
。
大
地
よ
り
生

ま
れ
た
ば
か
り
の「
生
温
泉
」

を
堪
能
で
き
る
。

　
２
０
１
４
年
９
月

日
、

そ
の
自
慢
の
湯
を
存
分
に
楽

し
め
る
「
め
ぐ
り
湯
回
廊
」

と
、
大
浴
場
・
露
天
風
呂

「
蛍
あ
か
り
の
湯
」
が
オ
ー

プ
ン
。
蛍
あ
か
り
の
湯
は
、

そ
の
名
の
通
り
夏
に
は
本
物

の
蛍
の
光
、
通
常
は
蛍
の
光

を
模
し
た
淡
い
灯
り
が
湯
殿

を
演
出
。
か
た
わ
ら
を
流
れ

る
小
川
の
せ
せ
ら
ぎ
を
楽
し

み
な
が
ら
幻
想
的
な
湯
浴
み

を
愉
し
め
る
。

め
ぐ
り
湯
回
廊

で
は
、
み
な
か

み
の
四
季
や
二

十
四
節
季
の
モ

チ
ー
フ
を
展

示
。
探
し
な
が

ら
の
会
話
も
弾

み
、
和
や
か
な

旅
の
思
い
出
に

な
る
だ
ろ
う
。

　
名
湯
を
味
わ

っ
た
後
は
、
自
慢
の
夕
食
が

お
待
ち
か
ね
。
「
ぐ
ん
ま
地

産
地
消
推
奨
宿
」
に
認
定
さ

れ
て
い
る
松
乃
井
な
ら
で
は

の
こ
だ
わ
り
と
セ
ン
ス
、
安

全
、
そ
し
て
安
心
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
と
心
配
り
が

垣
間
見
え
る
。

　
心
も
お
な
か
も
い
っ
ぱ
い

の
満
足
の
逸
品
が
そ
ろ
う
創

作
会
席
料
理
の
ほ
か
に
も
本

マ
グ
ロ
食
べ
放
題
や
ロ
ー
ス

ト
ビ
ー
フ
食
べ
放
題
の
ハ
ー

フ
バ
イ
キ
ン
グ
も
大
好
評
。

　
ま
た
、
農
業
専
門
学
校
出

身
の
ス
タ
ッ
フ
チ
ー
ム
が
育

て
た
新
鮮
野
菜
を
食
べ
さ
せ

て
く
れ
る
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン

「
野
喰
禅
（
や
く
ぜ
ん
）
料

理
か
し
き
や
」が
オ
ー
プ
ン
。

バ
イ
キ
ン
グ
形
式
で
、
獲
れ

た
て
の
野
菜
を
使
用
し
た
料

理
が
ず
ら
り
。
元
来
の
旅
館

料
理
と
は
一
味
違
う
、
心
と

体
を
整
え
、
大
地
と
自
然
か

ら
の
恵
み
を
感
じ
る
「
体
に

優
し
い
」
元
気
に
な
る
食
事

を
存
分
に
堪
能
し
て
。
朝
食

も
レ
ス
ト
ラ
ン
で
バ
ラ
エ
テ

ィ
豊
か
な
モ
ー
ニ
ン
グ
バ
イ

キ
ン
グ
を
。

　
名
湯
と
戯
れ
、
郷
土
色
豊

か
な
美
食
を
た
し
な
む
「
至

高
の
時
間
」
。
そ
の
時
間
に

さ
ら
に
贅
を
極
め
た
空
間
を

造
り
出
し
、
ゲ
ス
ト
の
心
を

魅
了
す
る
松
乃
井
か
ら
、
今

後
も
目
が
離
せ
な
い
。

　
▽
源
泉
湯
の
宿
　
松
乃
井

は
群
馬
県
利
根
郡
み
な
か
み

町
湯
原
５
５
１
。
☎
０
２
７

８（
７
２
）３
２
０
０
。htt

p://www.matsunoi.com/

極
楽
湯

大
浴
場
「
長
寿
の
湯
」

　
標
高
１
８
０
０
㍍
に
湧
出

す
る
「
星
と
お
友
達
に
な
れ

る
名
泉
」
。
日
進
舘
（
旧
・

万
座
温
泉
ホ
テ
ル
、
大
野
克

美
社
長
）
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
だ
。

　
上
信
越
高
原
国
立
公
園
に

位
置
す
る
万
座
温
泉
は
、
１

日
６
万
㌔
㍑
と
い
う
豊
富
な

湯
量
を
誇
り
、

種
類
の
湯

質
は
万
病
に
効
く
と
い
わ
れ

る
。
「
昔
か
ら
、
万
座
に
行

け
ば
体
が
よ
く
な
る
と
い
う

信
仰
が
あ
り
、
全
国
か
ら
多

く
の
お
客
さ
ま
が
訪
れ
て
い

る
。
長
寿
の
温
泉
郷
と
し
て

有
名
」と
同
館
の
大
野
社
長
。

「
糖
尿
病
が
治
る
奇
跡
の
温

泉
・
万
座
」
と
の
テ
ー
マ
で

テ
レ
ビ
番
組
も
放
映
さ
れ
、

話
題
に
な
っ
た
。

　
８
種
類
の
天
然
温
泉
風
呂

を
用
意
し
て
い

る
。
館
内
に
い

な
が
ら
に
し
て

湯
巡
り
が
楽
し

め
る
と
評
判

だ
。

　
木
の
趣
あ
る

六
つ
の
浴
槽
が

あ
る
。「
姥
湯
」

は
皮
膚
病
、
リ

ウ
マ
チ
、
神
経

痛
、
外
傷
の
後

遺
症
な
ど
に
効

く
と
い
わ
れ

る
。「
さ
ゝ
湯
」

は
こ
れ
に
笹
の
葉
を
入
れ
た

も
の
で
、
笹
の
持
つ
血
液
浄

化
作
用
、
細
胞
活
性
化
作
用

が
期
待
で
き
る
。

　
「
姥
苦
湯
」
は
万
座
最
古

の
温
泉
の
王
様
と
言
わ
れ
る

湯
。
難
病
を
治
し
た
人
も
数

多
く
、
福
田
元
首
相
も
こ
の

湯
の
フ
ァ
ン
だ
っ
た
と
か
。

　
展
望
露
天
風
呂
「
極
楽
の

湯
」
は
万
座
で
最
も
景
色
の

よ
い
温
泉
と
言

わ
れ
る
。
朝
早

く
起
き
て
日
の

出
を
見
な
が
ら

入
れ
ば
気
分
は

爽
快
。
神
経
性

ス
ト
レ
ス
の
解

消
に
効
果
を
発

揮
し
そ
う
だ
。

　
同
館
の
健
康

志
向
は
料
理
に

も
。
夕
食
は
２

０
０
８
年

月

か
ら
バ
イ
キ
ン

グ
と
な
り
、
長

生
き
の
元
と
い
わ
れ
る
食
材

（
豆
、
ゴ
マ
、
わ
か
め
、
野

菜
、
魚
、
シ
イ
タ
ケ
、
芋
）

を
多
用
。
そ
れ
ぞ
れ
の
頭
文

字
を
取
っ
た
「
ま
ご
わ
や
さ

し
い
コ
ー
ナ
ー
」
も
あ
り
、

た
い
へ
ん
好
評
だ
。

　
館
内
で
は
毎
夜
８
時
か

ら
、
プ
ロ
の
歌
手
に
よ
る
歌

と
ト
ー
ク
の
シ
ョ
ー
を
開

催
。
出
演
す
る
泉
堅
（
い
ず

み
・
け
ん
）
さ
ん
は
同
ホ
テ

ル
の
オ
ー
ナ
ー
で
も
あ
る
。

　
天
然
温
泉
と
抜
群
の
自
然

環
境
、
健
康
志
向
の
料
理
、

楽
し
い
歌
と
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

で
、
旅
人
の
寿
命
も

年
は

伸
び
る
か
も
。

　
２
０
０
８
年
１
月
に
は
新

館
「
湯
房
」
が
オ
ー
プ
ン
。

設
備
が
さ
ら
に
充
実
し
た
。

　
▽
万
座
温
泉
日
進
舘
は
群

馬
県
吾
妻
郡
嬬
恋
村
万
座
温

泉
。
☎
０
２
７
９
（
９
７
）

３
１
３
１
。http://www.man

za.co.jp/

世
界
文
化
遺
産
の
富
士
山
と
河
口
湖
が

織
り
な
す
３
６
０
度
の
大
パ
ノ
ラ
マ
を

仰
ぎ
見
る
、
屋
上
「
富
士
山
展
望
台
」

河
口
湖
が
眼
下
に
広
が
る
、
浮
舞
台
風

総
桧
造
り
の
見
は
ら
し
露
天
風
呂
「
湖

（
う
み
）
の
湯
」

　
従
業
員
の
接
客
の
良
さ
が

高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
の

が
山
梨
県
・
富
士
河
口
湖
温

泉
の
「
若
草
の
宿
丸
栄
」

（
渡
辺
昭
夫
社
長
）
だ
。

　
「
宿
が
舞
台
、
お
迎
え
す

る
私
た
ち
は
役
者
」
を
接
遇

の
モ
ッ
ト
ー
に
、
宿
泊
客
の

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
（
開
演
）
か

ら
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
（
カ
ー

テ
ン
コ
ー
ル
）
ま
で
を
１
回

の
舞
台
公
演
に
た
と
え
、
そ

の
中
で
「
従
業
員
（
役
者
）

は
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
台
本
）
通

り
の
動
き
に
加
え
、
そ
れ
以

上
の
接
客
（
機
転
を
利
か
せ

た
ア
ド
リ
ブ
）
で
お
客
さ
ま

を
満
足
さ
せ
る
」
こ
と
を
目

指
す
。

　
そ
の
た
め
従
業
員
教
育
に

は
特
段
の
力
を
注
ぐ
。
「
臨

機
応
変
な
対
応

能
力
は
基
本
の

集
大
成
」
と
い

う
信
念
の
も

と
、
接
客
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
日
夜

改
善
し
、
徹
底

的
に
仕
込
む

が
、
マ
ニ
ュ
ア

ル
人
間
に
な
ら

な
い
よ
う
現
場

で
の
実
践
指
導

も
怠
ら
な
い
。

　
ま
た
、
短
期

間
で
即
戦
力
に

仕
上
げ
る
た
め

に
、
研
修
で
は
進
行
シ
ー
ト

を
用
い
て
学
ん
だ
こ
と
の
理

解
度
や
習
熟
度
を
そ
の
つ
ど

把
握
さ
せ
、
週
１
回
の
ペ
ー

ス
で
入
念
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て

い
く
。

　
さ
ら
に
新
人
、
若
手
、
中

堅
、
ベ
テ
ラ
ン
と
、
年
代
や

勤
続
年
数
に
応
じ
て
、
達
成

す
べ
き
目
標
を

個
々
の
資
質
に

合
わ
せ
て
設
定

し
、
定
期
的
に

実
施
さ
れ
る
さ

ま
ざ
ま
な
勉
強

会
・
講
習
会
と

併
せ
、
総
体
的

な
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
に
努
め
て
い

る
。

　
「
人
（
お
客

さ
ま
）
が
人

（
従
業
員
）
に

癒
さ
れ
る
宿
を

目
指
し
て
お

り
、
喜
ば
れ
る
こ
と
に
喜
び

を
感
じ
る
ス
タ
ッ
フ
の
成
長

を
見
る
の
が
一
番
う
れ
し

い
」
と
同
館
。

　
若
主
人
（
渡
辺
洋
専
務
）

も
自
ら
現
場
に
立
つ
。
夕
食

後
の
ひ
と
時
に
行
う
、
昔
懐

か
し
い
紙
芝
居
や
民
話
の
語

り
だ
。
地
域
の
観
光
イ
ベ
ン

ト
が
な
い
時
期
を
中
心
に
年

間
約
１
０
０
日
上
演
。
今
年

で

年
目
を
迎
え
た
。

　
日
本
演
劇
界
の
至
宝
と
称

さ
れ
た
演
出
家
が
「
人
の
世

の
喜
怒
哀
楽
を
見
事
に
表
現

し
、
観
客
の
心
の
琴
線
を
自

在
に
奏
で
る
名
人
芸
」
と
絶

賛
し
た
舞
台
は
、
上
演
を
待

ち
望
む
人
も
多
く
、
丸
栄
の

名
物
と
な
っ
て
い
る
。

　
▽
若
草
の
宿
丸
栄
は
山
梨

県
南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町

小
立
４
９
８
。
☎
０
５
５
５

（
７
２
）
１
３
７
１
。http:

//www.maruei55.com/

展望野天風呂「望渓の湯」 創
業
１
３
０
０
年
余
の
老
舗

　
「
全
館
源
泉
掛
け
流
し
の

宿
　
西
山
温
泉
　
慶
雲
館
」

（
深
澤
雄
二
社
長
）
は
、
今

か
ら
お
よ
そ
１
３
０
０
年
前

の
西
暦
７
０
５
年
創
業
。
さ

ま
ざ
ま
な
部
門
の
世
界
一
を

記
録
し
た
「
ギ
ネ
ス
・
ワ
ー

ル
ド
・
レ
コ
ー
ズ
」
に
、

「
世
界
で
最
も
歴
史
あ
る
旅

館
」
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い

る
。
現
在
の
当
主
、
深
澤
さ

ん
は

代
目
。
歴
史
の
重
み

を
感
じ
さ
せ
る
宿
だ
。

　
温
泉
は
こ
の
地
に
流
浪
し

て
き
た
都
人
の
藤
原
真
人
が

狩
猟
の
途
中
に
偶
然
発
見
。

以
来
、
現
在
ま
で
枯
れ
る
こ

と
な
く
湧
き
続
け
、
武
田
信

玄
、
徳
川
家
康
な
ど
多
く
の

名
将
、
文
人
が
こ
の
地
を
訪

れ
、
湯
に
入
っ
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
。

　
自
然
湧
出
の
源
泉
を
４
本

持
ち
、
泉
質
は
含
塩
化
土
類

芒
硝
泉
（
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
カ

ル
シ
ウ
ム
、
硝

酸
塩
、塩
化
物
）。

日
本
列
島
を
横

断
す
る
フ
ォ
ッ

サ
マ
グ
ナ
の
大

地
の
裂
け
目
か

ら
長
年
に
わ
た

り
涵
養
さ
れ
て

湧
出
し
て
く
る

名
湯
だ
。

　
２
０
０
６
年

に
は
開
湯
１
３

０
０
年
の
ア
ニ

バ
ー
サ
リ
ー
事

業
と
し
て
、
宿

の
す
ぐ
隣
で
温

泉
掘
削
を
し
た
と
こ
ろ
、
泉

温

度
、
日
本
随
一
と
い
う

毎
分
１
６
０
０
㍑
以
上
の
自

噴
泉
を
掘
り
当
て
た
。

　
合
計
毎
分
２
千
㍑
以
上
の

源
泉
を
、
展
望
大
浴
場
、
野

天
風
呂
な
ど
６
種
類
の
浴
場

ほ
か
、
客
室
風
呂
、
給
湯
、

シ
ャ
ワ
ー
で
使
用
。
い
ず
れ

も
加
温
、
加
水
を
せ
ず
に
使

っ
て
い
る
。
た
だ
、
限
り
あ

る
自
然
の
恵
み
を
無
駄
遣
い

す
る
こ
と
な
く
、
使
用
湯
量

は
湧
出
量
の
４
分
の
１
程
度

に
と
ど
め
て
い
る
。

　
温
泉
施
設
は
同
館
の
顔
と

い
え
る
野
天
風
呂
「
望
渓
の

湯
」
「
白
鳳
の
湯
」
と
最
上

階
の
展
望
風
呂「
桧
香
の
湯
」

「
石
風
の
湯
」
。
ほ
か
に
、

二
つ
の
貸
し
切
り
露
天
風
呂

が
あ
る
。

　
料
理
は
山
里
の
恵
み
を
生

か
し
た
体
に
優
し
い
会
席
。

山
と
川
の
幸
を
ふ
ん
だ
ん
に

使
い
、
海
の
も
の
は
一
切
使

っ
て
い
な
い
。
料
理
長
の
佐

藤
眞
司
さ
ん
は
平
成

年
３

月
、
第

回
全
日
本
日
本
料

理
コ
ン
ク
ー
ル
郷
土
料
理
部

門
で
国
土
交
通
大
臣
賞
を
受

賞
し
た
腕
前
。
至
高
の
逸
品

を
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　
▽
慶
雲
館
は
山
梨
県
南
巨

摩
郡
早
川
町
西
山
温
泉
。
☎

０
５
５
６
（
４
８
）
２
１
１

１
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